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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、江戸期の宝永から享保にかけて竹本座の近松門左衛門に対峙した豊竹座の座付作者紀海音につい
ての研究である。 
本論文は、以下の構成で展開される。 
第一章は、紀海音の伝記研究。 
新資料『仙家之杖』乾巻の椎本芳室著「貞峨庵契因法橋傳」を手がかりに紀海音の伝記を再考し、青年期に
は岡西惟中・下河辺長流・契沖の門にあったこと、特に契沖門下では時に「立因」と名のり、今井似閑・海北
若沖・野田忠粛らに並ぶ高弟であつたこと、元禄九年秋から元禄十三年三月二十三日に父が亡くなる以前の間
に黄檗宗悦山禅師のもとで僧となり「高節」と法号したが、父の没後まもなく寺を出て吟行し、難波の宗匠と
呼ばれるほど俳壇で活躍したこと、俳壇での活躍と重なる時期に浄瑠璃作者としても活動を始め、宝永四年暮
れに四十五歳で豊竹座の座付作者になって以後もしばらくは他作者の浄瑠璃がしばしば上演されたのも海音が
兼業であった故と考えられること、六十一歳で芝居を引退した後も水無瀬中納言氏孝のもとに出入りし七十四
歳で法橋を叙位したこと、和学の講筵を開き門人が多数いたことなど、新事実を掘り起こしながら考察を進め
ている。 
第二章では、紀海音の俳諧活動において、まず元禄十七年に「紀海音」の名で俳壇に姿を見せる以前の足跡
を検証し、次に元禄十七年以降「紀海音」「貞峨」「契因」という俳名を使った活動において、特に交友の深か
ったと思われる人物を中心に検証する。そして椎本才麿一門と強い影響関係にあること、伊丹の俳人たちと密
接なつながりがあり森本百丸と懇意であったこと、菊谷三推を中心に蕉門の人々や江戸俳人たちとのさまざま
な交遊がみられること、江戸から来坂した小野紹廉は海音の和学の門人であったらしいこと、芝居関係者との
幅広い交遊があり特に芳沢あやめ一族とのつながりが深いこと、江戸の二世団十郎が追善句を寄せた経緯のこ
と、榎並舎羅との間に伝記上の接点がみられることなどについて述べている。そして、父生前はその庇護のも
と刻苦勉励して学問の基礎を固めた海音であるが、父亡き後は俳諧を通じてますます多くの人々と出会い、そ
の異なった世界との交流が、更なる創造のエネルギーを生み出していったと論じている。 
第三章は、紀海音の浄瑠璃創作にまつわる二つの問題について述べている。 
第一節の「『傾情山姥都歳玉』考」においては、まず『新百人一首』と『傾情山姥都歳玉』を比較し、江戸辰
松座の辰松幸助が、かつて京の宇治座で手妻人形を遣って好評を博した「山めぐりの段」「かみ置のだん」「名
所づくし」などの趣向を紀海音作『新百人一首』の筋に巧みに採り入れて改変し、『傾情山姥都歳玉』という作
品に創り直した手法について述べている。 
また、従来宇治座の『三井寺不動明王豊年護摩』が紀海音作『新百人一首』の先行作とされる点をあらため、
海音初期の習作ともいうべき御家騒動譚が両作に先行して存在した可能性を指摘している。 
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併せて『三井寺不動明王豊年護摩』『新百人一首』『傾情山姥都歳玉』の三本の比較分析から、一つの浄瑠璃
作品が京・大坂・江戸の三都でそれぞれ改変された経緯を論じ、当時の正本出版のありかたの一例としている。 
第二節は襲用・改変といった浄瑠璃創作の手法について述べている。 
冒頭に竹本義太夫正本「大日本神道秘蜜の巻付御月日待ゆらい」をめぐる問題を提示して、江戸の丹波掾正
本「日本大王」「仁武天王」と大坂の播磨掾正本「日本王代記并神武天王ノゆらひ」「大日本神道秘蜜の巻付御月
日待ゆらい」の四本の関係を論じ、金平浄瑠璃の連作で知られる丹波掾と岡清兵衛のコンビに成る連作神話浄
瑠璃の中から、播磨掾が二作品を取り込んで前編・後編のかたちに改変したのが「日本王代記并神武天王ノゆ
らひ」と「大日本神道秘蜜の巻付御月日待ゆらい」であり、それを孫弟子の義太夫が襲用して語ったという結
論に達している。 
また、延宝五年の暮、清水理太夫（後の竹本義太夫）旗あげ時の演目について、従来、議論があるものの、
『今昔操年代記』にある通り、「日本王代記」が上演された可能性を残しておいてもよいのではないかと主張し
ている。 
さらに紀海音も浄瑠璃創作の初期にはこうした襲用・改変の手法を使っていたことを述べて本論を結ぶ。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、元禄から享保にかけて近松門左衛門と対峙した紀海音の伝記を明らかにし、併せ、これまで論議
のあった彼の作品関係について解明を試みた研究である。 
紀海音の伝記研究は、これまで『狂歌時雨の橋』所載の「海音貞峨居士伝」や『狂歌貞柳伝』あたりに頼ら
ざるを得ぬ状況があり、戦後間もない時期の守髄憲治氏「紀海音の位置」や吉永孝雄氏「紀海音伝研究」、祐田
善雄氏「紀海音の著作年代考証とその作品傾向」（上下）の水準のままに今日に及んでいる。本論文は、そうし
た中で、海音の没翌年（寛保３年、1743）に刊行された新出資料『仙家之杖』の「貞峨庵契因法橋伝」を手が
かりに、その徹底した分析をもって新たな海音伝の構築を試みた労作である。海音伝はここにはじめて確かな
輪郭を与えられたといえよう。 
海音が俳諧や狂歌に遊び、また和学をおさめ、一方に僧籍にあり、同時に浄瑠璃作者として活躍した多才の
人であることは、これまでもよく知られたところである。しかし、その実際については、あまりにも漠とした
ところが多く、たとえば言われているところの医師についても、それを確認する資料を見出せない。本論文は
追善集に寄せられた多くの俳名を探査尋究して、海音を取り巻く交遊関係を浮き彫りにすることで、彼の多方
面に亙る活動をほぼ年代的に跡づけることに成功している。 
以下、第一章「紀海音伝記考」で明らかにされた伝記事項を列挙する。 
１、青年期、椎本芳室と共に岡西維中門下にあったこと。その後、長流・契沖門下となるが、その契沖門下
時代に「立因」を一時名乗ったこと。その時期、幼児の「正因」を失なっていること。 
２、僧籍に入り「高節」と法号したのは、元禄９年秋以降で、二十歳前後で出家したとする従前説は退けら
れること。 
３、父真因没後、大坂に戻り、「難波の宗匠」と呼ばれる程の俳諧活動があったこと。 
４、母妙因をめぐっては、契沖門の如海の母妙因との関係を見究める必要が出てきたこと。 
続いて第二章「紀海音の俳諧括動」で明らかにされた点を並べる。 
１、従前、文学史は海音を浄瑠璃作者として高く評価してきたが、むしろ松永貞徳4世として近世学芸史上
への位置付けが肝要であること。 
２、俳諧の道統を父よりよく継承し、大坂町人らしく門流に拘らない活動を展開したが、その中では、椎本
才麿やその一門との関わりが強く、その縁で小西来山や上島鬼貴ら、伊丹の俳人達とも密接な繋がりをもっ
た。 
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３、森本百丸の草庵に一時身を置いた可能性があること。 
４、芝居関係では予想された通り、実に多様な交遊関係が明らかになったが、注目されるのは、江戸の関係
者との繋がりが深いこと、また芳沢あやめ一族との関係が強いこと。 
５、小野紹廉が海音の和学の門下であったらしいこと。 
以上、第一章、第二章で明らかにされた伝記事実は、これまでの海音像を大きく塗り替えるもので、今後の
文学史論議を刺激する新たな問題点を提示したことになる。既に海音に一面的な評価把握は許されず、海音伝
記研究の水準はここに一挙に引き上げられたといえる。むろん、『仙家之杖』には依然として特定できない俳名
も多く残されており、これからの考察を待たねばならないが、上記両章の成果によって大坂学芸史は確実に増
幅をみたといえよう。 
第三章「紀海音の浄瑠璃」は、第一節で「傾情山姥都歳玉」、第二節で「大日本神道秘蜜の巻」を取り上げ、
これらをめぐる従来未決の成立論に一定の見通しを示している。 
まず「傾情山姥都歳玉」では、この作が江戸に移入された経緯を追い、続いて先行作として先後関係に異論
のあった「三井寺不動明王豊年護摩」と「新百人一首」の関係については、両作に先行する海音習作時代のお
家騒動劇を想定すべきことを主張する。海音習作時の祖本想定の着想が面白く、結論も概ね首肯できよう。海
音の豊竹座参入時期にも絡む問題だけに、文学史事情への重要な迫補たりえる見解と評価できる。 
「大日本神道秘蜜の巻」は、これも江戸の和泉太夫正本と上方の播磨掾正本の先後関係を論じたもの。考証
にやや粗さを覚えるが、従前諸説の矛盾を鋭くつき、『今昔操年代記』記述に信頼を寄せるべきとする結論は傾
聴に値する。 
本論文は、叙上の如く、これまで立ち遅れの目立つ紀海音研究について、学芸史と浄瑠璃史の両面から新事
実を盛り込み、戦後間もない水準にとどまっていた当該研究の引き上げに成功している。論証の突っ込みにや
や物足りなさが見られるほか、前後半の論考にいささか繋がりを欠くが、本論文がこれからの海音研究に確か
な基点を示したとする評価に揺らぎはなく、研究史に長く参看されるべき労作である。 
 
以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められる。 
